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第57回 広島県建設業労働災害防止大会　開催

リスクを見極め　予防の徹底　みんなで築こう　安全職場
大 会 ス ロ ー ガ ン

　9月5日、第57回広島建
設業労働災害防止大会を
広島県民文化センター
（広島市）において、
広島労働局の後援のもと
５年ぶりに広島市で開催
いたしました。
　本大会には、小沼広島
労働局長をはじめ、多く
のご来賓の方々にご臨席
いただきました。また、
広島県内各地より各分会
に所属する会員事業場の
ご協力を得て、約300名の
方々にご参加をいただき
ました。

　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の俵副支部長より「働き方改革を進めながら猛暑
や自然災害には果敢に取り組んで行かなければならず、今後の健康と安全を確保するため本大会
をヒントにしてほしい。」と力強い開会の言葉がありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建災防は60年前、建設業の自主的な災害防止活動を推進し、災
害を撲滅することを目的として設立された。広島県の死傷災害の増加傾向は憂慮すべき状況にあ
るが、本大会を契機としてこれ以上の災害は起こさないという強い決意の下、監督官庁、本部、
会員の皆様と連携を図りながら実効ある災害防止活動を進めて参りたい。」と決意を語りかけま
した。

　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に功労や
功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。
　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の小沼局長より祝辞があり、「広島県
の建設業の労働災害は、昨年大幅に増加して本年も同じ水準で推移しているが、基本的なことが
　

守れていれば防止できた災害が非常に多い。原点に立ち返って、基本動作の徹底に努めてほしい。
皆様方と連携して、誰もが健康で安全に働ける社会の実現に向けて取り組んで参りたい。」と激
励がありました。

　その後、来賓の方々のご祝辞をいただきました。い
ずれの方からも災害撲滅に対する強い気持ちが伝わり、
建災防、会員企業の災害防止活動の取組強化を期待さ
れていました。
 式典の終わりに濱井呉分会長が「安全の誓い」を読
み上げ、増加傾向にある労働災害について、労働災害
は必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍
手で参加者とともに誓いの言葉を噛みしめました。
　第二部は、辻太朗講師による記念講演があり、『「ホ
ンネ」と「タテマエ」の中で本当の安全をつくる』と
題して、「痛い思いをしなければわからない」としか

言いようのない体験談や動画の視聴によるヒューマンエラーの体感訓
練など有意義な時間があり、参加者は熱心に聞き入っていました。

　最後に、加藤副支部長（三次分
会長）から、災害撲滅に対する熱
い想いとともに閉会の言葉を述べ
られ、記念講演の講師に対する感
謝の言葉とともに大会参加のお礼
を申し上げて、無事、大会を終了
することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい
中、多くのご参加をいただき、実
行委員の皆様方の準備・運営のご
協力を得て成功裏に終了しました。
改めて多くの関係者の皆様に感謝
とお礼を申し上げます。

会場の風景

俵実行委員長（広島分会長）の開会宣言 檜山支部長の挨拶
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　9月5日、第57回広島建
設業労働災害防止大会を
広島県民文化センター
（広島市）において、
広島労働局の後援のもと
５年ぶりに広島市で開催
いたしました。
　本大会には、小沼広島
労働局長をはじめ、多く
のご来賓の方々にご臨席
いただきました。また、
広島県内各地より各分会
に所属する会員事業場の
ご協力を得て、約300名の
方々にご参加をいただき
ました。

　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の俵副支部長より「働き方改革を進めながら猛暑
や自然災害には果敢に取り組んで行かなければならず、今後の健康と安全を確保するため本大会
をヒントにしてほしい。」と力強い開会の言葉がありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建災防は60年前、建設業の自主的な災害防止活動を推進し、災
害を撲滅することを目的として設立された。広島県の死傷災害の増加傾向は憂慮すべき状況にあ
るが、本大会を契機としてこれ以上の災害は起こさないという強い決意の下、監督官庁、本部、
会員の皆様と連携を図りながら実効ある災害防止活動を進めて参りたい。」と決意を語りかけま
した。

　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に功労や
功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。
　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の小沼局長より祝辞があり、「広島県
の建設業の労働災害は、昨年大幅に増加して本年も同じ水準で推移しているが、基本的なことが
　

守れていれば防止できた災害が非常に多い。原点に立ち返って、基本動作の徹底に努めてほしい。
皆様方と連携して、誰もが健康で安全に働ける社会の実現に向けて取り組んで参りたい。」と激
励がありました。

　その後、来賓の方々のご祝辞をいただきました。い
ずれの方からも災害撲滅に対する強い気持ちが伝わり、
建災防、会員企業の災害防止活動の取組強化を期待さ
れていました。
 式典の終わりに濱井呉分会長が「安全の誓い」を読
み上げ、増加傾向にある労働災害について、労働災害
は必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍
手で参加者とともに誓いの言葉を噛みしめました。
　第二部は、辻太朗講師による記念講演があり、『「ホ
ンネ」と「タテマエ」の中で本当の安全をつくる』と
題して、「痛い思いをしなければわからない」としか

言いようのない体験談や動画の視聴によるヒューマンエラーの体感訓
練など有意義な時間があり、参加者は熱心に聞き入っていました。

　最後に、加藤副支部長（三次分
会長）から、災害撲滅に対する熱
い想いとともに閉会の言葉を述べ
られ、記念講演の講師に対する感
謝の言葉とともに大会参加のお礼
を申し上げて、無事、大会を終了
することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい
中、多くのご参加をいただき、実
行委員の皆様方の準備・運営のご
協力を得て成功裏に終了しました。
改めて多くの関係者の皆様に感謝
とお礼を申し上げます。

受賞者の皆様檜山支部長挨拶

優良賞（会社）代表

功労賞代表

優良賞（工事現場）代表

功績賞代表
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小沼広島労働局長の祝辞 井上専務理事（建災防本部）の祝辞 濱井呉分会長の「安全の誓い」

加藤副支部長（三次分会長）の
「閉会のことば」

辻太朗講師の記念講演 司会の宮前道子様

受賞者代表の謝辞

　9月5日、第57回広島建
設業労働災害防止大会を
広島県民文化センター
（広島市）において、
広島労働局の後援のもと
５年ぶりに広島市で開催
いたしました。
　本大会には、小沼広島
労働局長をはじめ、多く
のご来賓の方々にご臨席
いただきました。また、
広島県内各地より各分会
に所属する会員事業場の
ご協力を得て、約300名の
方々にご参加をいただき
ました。

　大会では、開催地の分会長で大会実行委員長の俵副支部長より「働き方改革を進めながら猛暑
や自然災害には果敢に取り組んで行かなければならず、今後の健康と安全を確保するため本大会
をヒントにしてほしい。」と力強い開会の言葉がありました。
　檜山支部長は開会にあたり、「建災防は60年前、建設業の自主的な災害防止活動を推進し、災
害を撲滅することを目的として設立された。広島県の死傷災害の増加傾向は憂慮すべき状況にあ
るが、本大会を契機としてこれ以上の災害は起こさないという強い決意の下、監督官庁、本部、
会員の皆様と連携を図りながら実効ある災害防止活動を進めて参りたい。」と決意を語りかけま
した。

　続いて、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた会社、工事現場、安全衛生活動に功労や
功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。
　表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の小沼局長より祝辞があり、「広島県
の建設業の労働災害は、昨年大幅に増加して本年も同じ水準で推移しているが、基本的なことが
　

守れていれば防止できた災害が非常に多い。原点に立ち返って、基本動作の徹底に努めてほしい。
皆様方と連携して、誰もが健康で安全に働ける社会の実現に向けて取り組んで参りたい。」と激
励がありました。

　その後、来賓の方々のご祝辞をいただきました。い
ずれの方からも災害撲滅に対する強い気持ちが伝わり、
建災防、会員企業の災害防止活動の取組強化を期待さ
れていました。
 式典の終わりに濱井呉分会長が「安全の誓い」を読
み上げ、増加傾向にある労働災害について、労働災害
は必ず防ぐとの強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍
手で参加者とともに誓いの言葉を噛みしめました。
　第二部は、辻太朗講師による記念講演があり、『「ホ
ンネ」と「タテマエ」の中で本当の安全をつくる』と
題して、「痛い思いをしなければわからない」としか

言いようのない体験談や動画の視聴によるヒューマンエラーの体感訓
練など有意義な時間があり、参加者は熱心に聞き入っていました。

　最後に、加藤副支部長（三次分
会長）から、災害撲滅に対する熱
い想いとともに閉会の言葉を述べ
られ、記念講演の講師に対する感
謝の言葉とともに大会参加のお礼
を申し上げて、無事、大会を終了
することができました。
　本大会は、業務の大変お忙しい
中、多くのご参加をいただき、実
行委員の皆様方の準備・運営のご
協力を得て成功裏に終了しました。
改めて多くの関係者の皆様に感謝
とお礼を申し上げます。
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令和6年度 支部長表彰受賞者名簿
優　良　賞（会社）（４社）

会　　　社　　　名 分会名

株式会社 坂 本 組

丸芳建設 有限会社

有限会社 ア オ イ

株式会社 勝田建設

三　原

尾　道

三　次

廿日市

功　労　賞（６名）
会　　　社　　　名 分会名氏　名

津田　義広 

山元　松二

米田　　忍

今村　悟朗

福戸山裕弘

葉名　克彦

株式会社　共　立

株式会社　大林組　広島支店

三栄建設　株式会社

平和建設　株式会社

株式会社　セイム

株式会社　葉名組

広　島

広　島

呉

福　山

三　原

尾　道

功　績　賞（６名）
会　　　社　　　名 分会名氏　名

坪井　　大

小山　真一

松田　和宏

宇都宮　淳

増田　裕貴

植田　　誠

広電建設　株式会社

広電建設　株式会社

錦  建  設　株式会社

みつぎ産業　株式会社

大新土木 株式会社　福山営業所

有限会社　植田組

広　島

広　島

広　島

広　島

福　山

三　次

優　良　賞（工事現場）（８工事作業所）
会　　　社　　　名 工　事　の　名　称

株式会社　共　立

東亜建設工業 株式会社
西日本建築支店　広島営業所

山陽工業 株式会社

錢高・鴻治 建設工事共同企業体

錦建設 株式会社

前田建設工業 株式会社 中国支店

五洋建設 株式会社 中国支店 呉事務所

五洋建設 株式会社 中国支店 呉事務所

ポレスター東雲弐番館新築工事

（仮称）ヴェルディ吉島東新築工事

（仮称）広島市中区舟入本町マンション分譲新築工事

広島市観音地区下水道築造２-１号工事

令和４年度国道２号道照地区第２改良外工事

（仮称）ヴェルディ海田南大正町弐番館新築工事

オーシャンポイント株式会社

江田島オイスターファクトリー新築工事
（仮称）第三桟橋新設工事

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

広　島

呉

呉
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人 事 異 動 と 事 務 所 移 転 の お 知 ら せ

広 島 県 支 部
日　　　付　　　　　　役　　職　　　　　採　　用　　　　　備　　考

令和６年７月16日　　　　事務局次長  中　空　謙　二　   

三　原　分　会　
日　　　付 電話番号

令和６年10月１日　　　　〒723-0017 広島県三原市港町3丁目19-1　 0848-63-9920

移　　転　　先

採　　用
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事故の
型別

墜落
転落

飛来
落下

崩壊
倒壊

激突
され

踏み
抜き

交通
事故火災切れ

こすれ
動作の
反動

有害物
質との
接触

はさまれ
・巻き込
まれ

高温・低
温の物と
との接触

転倒 激突 感電 合計その他

令和
５年

令和
６年

⑴
66
⑴
58

16

26

15

11

⑴
21

11

⑴
11

5

16

6

18

27

15

12 5 1

2

2

2
⑴
3

9

6

14

16

1

1

⑶
206
⑵
190

署別

広島中央
 呉  
福 　 山
三 　 原
尾 　 道
三 　 次
広 島 北
廿 日 市
合 　 計

全　　産　　業 建　　設　　業
令和５年 令和６年 令和５年 令和６年

死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計
対前年
増減数増減数

対前年
増減率
（%）

建設業
/全産業
（%）

841
241
533
196
176
147
350
247
2,731

19.6
－55.0
7.0
11.1
50.0
28.6
－66.7
－11.8
－7.8

9.9
5.9
10.5
7.0
10.3
11.5
5.5
7.3
8.9

11
－11
3
1
4
4

－26
－2
－16

67
9
46
10
12
18
13
15
190

67
8
45
10
12
18
13
15
188

1
1

2

56
20
43
9
8
14
39
17
206

55
19
43
8
8
14
39
17
203

1
1

1

3

－170
－90
－94
－56
－62
8

－120
－42
－626

675
153
440
142
117
156
235
205
2,123

673
152
434
142
117
156
234
204
2,112

2
1
6

1
1
11

845
243
534
198
179
148
355
247
2,749

4
2
1
2
3
1
5

18

１ ７月 建設業 墜落・転落男 40代 11年電工
資材置き場において、資材の整理作業
を行っていた労働者が、階段から転落し
た。

№ 発生月  業　種   職　種 性別 年齢　経験　事故の型　起因物　　       災　害　発　生　状　況     

  階段・
桟橋

２ ７月 建設業 感電男 20代 0年設備
機械工

鋼製電柱接続作業のため被災者が電
柱に登って移動式クレーンで吊り上げて
いた金属製のパーツを支持していたとこ
ろ、移動式クレーンのジブ先端が上空に
設置されていた高圧電線に接触して感
電した。

送配電
線等

令和５年・令和６年　建設業における事故の型別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和６年８月末）

令和５年・令和６年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況 （労働者死傷病報告による）

 （労働者死傷病報告による）

 広島労働局（令和６年８月末）

令和６年　建設業死亡災害発生状況
 広島労働局（令和６年８月末）

（　）内は、死亡で内数
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№ 発生月  業　種   職　種 性別 年齢　経験　事故の型　起因物　　       災　害　発　生　状　況     

広 島 県 支 部 各 分 会
広島分会（０８２）２２８－８２５２　三原分会（０８４８）６３－９９２０　三次分会（０８２４）６２－４３９１
呉 分 会（０８２３）２２－６８８６　尾道分会（０８４８）２２－８９１８　廿日市分会（０８２９）３１－０１９６
福山分会（０８４）９２４－４３２０

※受付状況等の詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

建災防広島県支部（０８２）２２８－８２５０

令和６年度講習計画（令和６年10月～12月末までの計画）令和６年度講習計画（令和６年10月～12月末までの計画）

広島市
呉市
三原市
広島市
呉市
広島市
広島市
広島市
福山市
三原市
呉市
広島市
呉市
福山市
広島市
広島市
福山市
三原市
呉市
福山市
福山市
広島市
福山市
広島市
三次市
広島市
福山市
呉市

県支部
呉分会
三原分会
県支部
呉分会
県支部
県支部
県支部
福山分会
三原分会
呉分会
県支部
呉分会
福山分会
県支部
県支部
福山分会
三原分会
呉分会
福山分会
福山分会
県支部
福山分会
県支部
三次分会
広島分会
福山分会
呉分会
県支部

24～25

28～29

28
23

16

17

22

12～13

4～5

10

2
10

3

12

11

13～14

18～20
26～27

15

19

12

7

7
6

6

19～20
14
14

足場の組立て等作業主任者

型枠支保工の組立て等作業主任者

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者
コンクリート造の工作物の解体等作業主任者

足場の組立て等特別教育

巻上げ機（ウインチ）運転業務
ロープ高所作業（学科のみ）
自由研削と石取替え等業務

石綿取扱い作業従事者

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育

丸のこ等取扱い作業従事者教育
振動工具取扱作業従事者

現場管理者統括管理
足場の組立て等作業主任者能力向上（定期）教育

施工管理者のための足場点検実務者研修

職長・安全衛生責任者教育
職長・安全衛生責任者能力向上教育
斜面の点検者に対する安全教育
建設工事に従事する労働者のための教育「建設従事者教育」（6時間）

技
能
講
習

育
教
た
じ
準・
育
教
別
特

等
育
教
生
衛
全
安
・
上
向
力
能

講　習　名 実施場所 受付分会
開催日

10月 12月11月

※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付開始日は開催日の２ケ月前の当日です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、土・日・祝日の場合は翌営業日とします。）

　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認ください。
https://www.jcosha-hiroshima.jp/

実施場所
広島市

受　　付
県支部

１月12月
16～ 17 19 ～ 20－

２月
建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

＊要請により、随時実施

令和６年度登録講習計画（令和６年12月～令和７年２月末までの計画）（令和６年12月～令和７年２月末までの計画）令和６年度登録講習計画


